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県
外
視
察
の
折
、
被
災

地
の
方
か
ら
は
「
と
に
か
く

高
台
移
転
し
か
な
い
」
と
の

声
を
多
く
聞
い
た
。
再
度
、

高
台
移
転
を
計
画
、
実
施
で

き
な
い
か
。

　
高
台
移
転
に
つ
い
て
は
、

新
想
定
以
降
、
検
討
を
行
っ

て
き
た
。
被
災
前
の
高
台
移

転
は
効
果
的
な
事
前
防
災
対

策
で
は
あ
る
が
、
課
題
が
多

く
あ
る
の
が
現
状
。

　
以
前
、
出
口
地
区
で
高
台

移
転
の
実
現
に
向
け
調
査
、

協
議
を
進
め
て
き
た
が
、
現

行
制
度
で
は
、
町
の
財
政
が

破
綻
す
る
と
い
う
結
果
に
達

し
、
住
民
の
方
の
金
銭
的
負

担
に
つ
い
て
も
大
き
く
、
実

施
が
困
難
な
状
況
だ
。

　
高
台
移
転
に
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
総
合
的
に
高
台
等
、
新

た
な
住
宅
地
の
形
成
を
探
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
高
台
移
転
に
は
、
町
も
、

住
民
の
方
も
、
多
額
の
支
出

を
伴
う
わ
け
だ
が
、
犠
牲
者

ゼ
ロ
の
た
め
に
、
国
に
対
し

て
前
も
っ
た
高
台
移
転
へ
の

予
算
措
置
の
発
信
は
で
き
な

い
か
。

　
防
災
全
般
に
つ
い
て
、
尾

崎
前
知
事
も
非
常
に
熱
心
で
、

歩
調
を
合
わ
せ
て
、
国
と
も

さ
ま
ざ
ま
な
要
請
を
挙
げ
た

り
協
議
を
し
て
き
た
。
ま
た
、

財
務
省
と
も
相
当
や
り
取
り

し
た
が
、
あ
る
意
味
、
高
台

移
転
は
事
業
単
体
だ
け
を
見

て
み
る
と
、
破
格
の
制
度
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
選
択
肢

と
し
て
町
内
の
高
い
と
こ
ろ

に
住
宅
地
が
あ
る
と
い
う
こ

の
環
境
だ
け
は
、
ど
う
し
て

も
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、

全
般
的
な
住
宅
施
策
の
優
先

順
位
か
ら
、
ま
ず
は
現
在
町

内
に
あ
る
町
営
住
宅
、
改
良

住
宅
の
措
置
を
仕
上
げ
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
併
せ
て
、
全
体
的
な
財
政

面
を
考
え
な
が
ら
、
町
内
に

い
か
に
選
択
肢
を
増
や
し
て

い
く
の
か
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

　
　
大
方
地
区
の
衛
生
車
両

の
保
管
場
所
は
、
高
台
へ
設

置
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
整
備
は
で
き
た
か
。

　
佐
賀
地
区
に
お
い
て
は
、

今
年
度
完
了
し
た
が
、
大
方

地
区
の
２
社
４
台
に
つ
い
て

は
、
そ
の
後
の
進
捗
の
変
化

は
な
い
。
町
と
し
て
も
、
事

業
者
の
要
望
に
沿
う
よ
う
、

対
応
し
て
い
く
考
え
だ
が
、

入
野
地
区
の
高
台
に
つ
い
て

は
、
高
規
格
道
路
の
ル
ー
ト

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
衛
生
業
者
さ
ん
の
平
時
の

事
業
活
動
は
も
と
よ
り
、
高

規
格
道
路
等
の
進
ち
ょ
く
状

況
を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
考
え
だ
。

　
　
高

知

市

で

は
、
学

校
、

公
園
の
地
下
な
ど
に
、
非
常

用
貯
水
槽
を
１
９
９
２
年
度

か
ら
設
置
し
、
計
画
の
最
後

で
あ
る
25
基
目
を
、
現
在
工

事
中
の
よ
う
で
あ
る
。

　
被
災
時
の
断
水
時
に
は
、

有
効
な
手
段
と
考
え
る
が
、

当
町
に
も
採
用
で
き
な
い
か
。

　
本
町
で
は
、
２
つ
の
視
点

か
ら
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
１
点
目
は
、
飲
料
水
の
備

蓄
で
、
町
内
の
30
カ
所
に
、

全
町
民
に
必
要
な
１
日
分
の

飲
料
水
を
確
保
し
て
い
る
。

　
２
点
目
は
、
浄
水
器
の
整

備
で
、
配
備
計
画
に
基
づ
き
、

令
和
元
年
度
末
に
は
、
計
画

目
標
値
28
基
の
う
ち
、
26
基

が
避
難
所
等
に
整
備
さ
れ
て

い
る
。

　
通
常
の
浄
水
器
と
は
違
っ

て
、
農
薬
や
放
射
性
物
質
等

が
混
入
し
て
い
て
も
、
除
去

能
力
が
非
常
に
高
い
製
品
の

た
め
、
安
全
な
水
の
確
保
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
に
、
本
庁
舎

の
北
側
、
防
災
広
場
の
方
へ
、

40
ト
ン
（
３
日
間
、
４
千
人

分
）
の
非
常
用
飲
料
水
の
耐

震
性
貯
水
槽
建
設
を
計
画
し

て
い
る
。

　
当
面
は
計
画
も
な
く
、
こ

の
１
基
で
し
の
い
で
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
う
。
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